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会議の名称 平成２８年度第２回本庄市行政改革審議会

開 催 日 時  平成２８年８月２３日（火）
午前・午後１時３０分から 

午前・午後２時４０分まで

開 催 場 所  ５０４会議室

出 席 者

審議会：青木委員、飯野委員、池田委員、矢野間委員、谷田委

員、長谷川委員、野本委員

事務局：今井企画財政部長、山下部企画財政部次長、折茂課長

補佐、舩樹主任、飛田主事

 欠 席 者 審議会：江原委員、高橋委員、内田委員、戸谷委員、新島委員

議  題

（次  第）

１ 開  会

２ あいさつ

３ 議  題

   ・答申書（案）について

４ その他

５ 閉  会

配 付 資 料

① 本日の次第

② 平成２７年度本庄市行政改革大綱実施計画取組報告書

（計画番号３０）訂正シート

その他特記事項

主 管 課 企画財政部企画課
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会   議   録

会 議 の 経 過  

発 言 者 発言内容・決定事項等

事務局

（企画財政部

次長）

本日は、お忙しい中、また大変暑い中、平成２８年度第２回

本庄市行政改革審議会にご出席を賜りまして誠にありがとうご

ざいます。それでは、会議次第に沿って進めさせていただきま

す。 

 それでは、青木会長よりあいさつをお願いいたします。

青木会長 みなさま、こんにちは。大変暑い中、またお忙しい中、お集ま

りいただきましてありがとうございます。この審議会はとても大

切な取り組みでございまして、これまで４回にわたって審議会が

開催されました。本日が最終になりますが、みなさんの慎重審議

をお願いして挨拶と代えさせていただきます。

事務局

（企画財政部

次長）

 ありがとうございました。

会議の進行に先立ちまして、事務局から報告や配布資料の確認

等をさせていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたしま

す。

事務局

（課長補佐）

まず、本日、江原副会長、高橋委員、内田委員、戸谷委員、

新島委員より欠席のご連絡を受けておりますので、ご報告いた

します。

続きまして、本日の資料といたしまして

『本日の次第』

また、右上に「訂正」と入れさせていただきました平成２７年

度本庄市行政改革大綱実施計画取組報告書の計画番号第３０号の

シートを置かせていただきましたが、こちらは赤字になっている

箇所について誤った数値が記載されていたということで、担当課

から連絡があったものです。お手数をおかけしますが、前回お渡

しした資料と差し替えをお願いいたします。 

そのほか、事前に郵送させていただいている資料として、 

 『答申書（案）』でございます。 

資料の不足等はございませんでしょうか。 

（なし）

事務局

（企画財政部

次長）

次に、議題に入らせていただきますが、これからの議事の進

行につきましては、青木会長にお願いしたいと思います。よろ

しくお願いいたします。
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議 長 会長が会議の議長を行うということでございますので、この後

の議題につきまして、議事の進行をさせていただきます。会議の

スムーズな運営にご協力をよろしくお願いいたします。

それでは、早速議題に入らせていただきます。

始めに、答申書（案）について事務局から説明をお願いします。

事務局

（課長補佐）

「本庄市行政改革の推進について（答申）」について説明いたし

ます。

事前に送付させていただきました、答申書についてご意見を求

めたところ、皆様からのご意見はありませんでした。つきまして

は、こちらの案を答申書としてよろしいかご審議お願いいたしま

す。

議 長  ただいまから事務局の説明がありましたが、皆様からのご意見、

ご質問がございましたらお願いします。

（意見なし）

 ご意見、ご異議がないようでしたら、原案のとおりで決定した

いと思います。

 その他皆様から何かございませんか。

事務局

（企画財政部

次長）

 よろしければ、先に事務局の方から報告をさせていただいて、

その後皆様に今後の行政改革の取り組みについてご意見、ご提案

等を伺いたいと思います。

議 長  では、そのようにお願いします。

事務局

（課長補佐）

では、事務局から報告をさせていただきます。皆様におかれま

しては、平成２６年度から平成２７年度の行政改革の推進を審議

していただきました。約２年間に亘り大変ありがとうございまし

た。任期といたしましては、１１月２６日まででございますが、

本日の審議会で答申書がまとまりましたので、以降、審議会の開

催は予定しておりません。 

 会長から市長への答申は、９月５日月曜日午後３時に市長応接

室で執り行います。所要時間はおよそ１５分を予定しております。

ご都合のつく方は、９月２日金曜日までに審議会事務局の企画課

にご連絡をお願いいたします。ただし、当日の報酬は支払いをい

たしませんのでご承知おきください。 

今後につきましては、「第５次行政改革審議会」を立ち上げ、第

４次に引き続き行政改革の推進を行い、審議会の委員の任期は同

じく２年を予定しています。団体から選出していただく委員につ

きましては、来月以降に各団体に委員の選任依頼を差し上げる予

定でございます。また、次回の審議会においても公募による委員
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３名を予定しております。是非またよろしくお願いいたします。 

事務局からは以上です。

議 長 次の審議会に移っていくということですが、みなさんから何か

ご意見、ご提案等ありますか。

では最初に私からの意見を述べさせて、みなさんにお伺いした

いと思います。大綱は市民のためのものであるので、市民のレベ

ルで分かりやすいものにしていただきたいと思います。現在の実

施計画を見て、新しく審議会の委員になった方がすぐに理解でき

るかといったら心配になります。市民が見てすぐに疑問や質問等

の反応が出るような状況にならなければいけないと思います。大

綱の中で、行政改革に取り組むことでどのように変わるのかとい

った実践的なことが読み取れれば、市民は行政が自分たちのこと

を考えてくれていると受け止めるのではないでしょうか。行政は

いつも市民に沿ったレベルで、市民から色々な意見を取り入れて

いただきたい。例えば今後高齢化社会に向けて、インターネット

を使えない高齢者の方々についても基準として捉えていただい

て、平等にサービスを受けられるようにしなければいけないと思

います。

池田委員  インターネットについては、年輩の方には使い方が分からない

方もいるので、何年か前に自治会ごとの要請があれば講習を開い

てほしいと要望したことがありましたが、人数が集まらないから

ということで開いてもらえませんでした。先日、婦人会ではにぽ

んの投票の関係で市役所の担当の人に来てもらったところ、みん

なできるようになりました。そういう様に、例えば自治会ごとに

出向いていただくと有難いと思います。

飯野委員  行政改革の取り組みは今までやってきたことを本庄市のために

どうしていくか考えていくことですので、次期の大綱には会長が

言われている高齢者のことなど色々加えて進めていただきたいと

思います。

矢野間委員  インターネットを使えばペーパーレスで経費削減にもつながる

ので、それだけに特化させるのではなく、バランスを考えて使っ

ていければ良いと思います。例えば広報をネットでも良いという

世帯には配布する必要がなくなるので印刷費の削減につながりま

す。時代の流れに合わせて色々な方法を発信してみてもおもしろ

いと思います。

谷田委員  実施計画の内容を誰かに説明しようとした時に、分かりやすく

伝えられるかと言ったら非常に難しいと思います。これを全ての
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人に分かるようにするためには、更に内容を洗練させなくてはな

らないですが、そうすると本当に伝えたいことが伝わらないとい

うデメリットも考えられます。現在の形をどこまで崩せるか課題

になりますが、誰にでも分かるようなものを作っていただくよう

に努めていただきたいと思います。

長谷川委員  実施計画の中でも形になっているものもあるので、それについ

ては良いと思いますが、例えば先日六高祭がありましたが、全然

周知がされていなかったので、市民にもっと寄添っていただきた

いと感じます。色々と取り組んだところで、PDCA サイクルが現
時点でどの段階にあってどういう状況なのかをこの中から読み取

れるようになると良いと思います。取り組んでいることが周りに

きちんと見えてこないと何もやっていないのと同じですので、そ

ういう点に注意していただければより分かりやすくなると思いま

す。

野本委員  行政サービスの質の維持・向上については、インターネットの

利用が増える一方で、インターネットが使えなかったり、自宅に

パソコンがない高齢者の方もいたりしますので、お願いとしては、

市役所のロビーにパソコンと印刷機を置いてインターネット利用

ができるようにしてほしいと思います。公共施設の適正配置につ

いては適切なサービスが維持されるようにお願いいたします。

議 長  それぞれ委員の方から貴重な意見をいただきましたが、基本的

には高齢者を始め、市民の立場で考えていただいて、大綱を作り

上げていただきたい。それをいかに市民の方に理解していただい

て、協力をしていただくかが大事になると思います。

 それでは、進行を事務局にお返しします。

事務局

（企画財政部

次長）

 貴重なご意見をありがとうございました。次回の審議会にも活

かしていきたいと思います。

 皆様には慎重審議大変ありがとうございました。最後に、閉会

にあたりまして、青木会長より２年間の総括としてご挨拶をいた

だきたいと思います。

会 長  皆様には、審議会の中で大変貴重なご意見をいただき、また、

お忙しい中時間を割いて盛り上げていただいて心より感謝申し上

げます。次の審議会にもご参加いただけることをご期待申し上げ

て挨拶とさせていただきます。

事務局

（企画財政部

次長）

 ありがとうございました。以上をもちまして、本日の会議を終

わりにしたいと思います。




